
調査対象 経団連企業会員1,339社　

調査時期

回答状況 709社 （回答率： 52.9% ）

回答状況（業種・企業規模）

総計 99人以下
100～
299人

300～
499人

500～
999人

1000～
2999人

3000～
4999人

5000人
以上

無記入

規模計 709 14 39 32 90 242 113 171 8

製造業 296 2 10 13 31 110 47 83 0
非製造業 405 12 29 19 59 132 66 88 0

  鉱業 5 1 1 0 1 1 1 0 0

  建設業 59 0 2 4 7 26 8 12 0

  電気・ガス・水道業 21 1 0 1 2 5 2 10 0

  運輸・通信業 39 0 1 0 1 15 7 15 0

  卸・小売・飲食業 72 2 6 6 11 15 20 12 0

  金融・保険業 80 1 3 1 5 39 11 20 0

  不動産業 18 1 4 1 6 4 2 0 0

  サービス業 61 3 6 3 14 16 7 12 0

  情報関連業 33 0 3 2 7 9 6 6 0

  その他 17 3 3 1 5 2 2 1 0

無記入 8 0 0 0 0 0 0 0 8
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Ⅰ．2016年4月入社対象の新卒採用選考活動について
１．2016年４月入社の新卒採用の有無  

２．選考にあたって特に重視した点（５つ選択）

実施した

96.9%

実施しなかった

3.0%
無記入

0.1%

5.1%

0.6%

3.2%

4.5%

7.4%

9.9%

12.1%

14.3%

14.6%

14.7%

16.6%

19.7%

23.6%

24.2%

35.5%

43.8%

46.0%

49.1%

63.8%

87.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

留学経験

語学力

学業成績

一般常識

専門性

創造性

信頼性

潜在的可能性（ポテンシャル）

柔軟性

リーダーシップ

課題解決能力

論理性

責任感

ストレス耐性

誠実性

チャレンジ精神

協調性

主体性

コミュニケーション能力

(n=709)

(n=687)
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《2015年４月入社との比較》 今回調査 前回調査 増減

1 (1) コミュニケーション能力 87.0% 85.6% 1.4

2 (2) 主体性 63.8% 60.1% 3.7

3 (4) 協調性 49.1% 46.3% 2.7

4 (3) チャレンジ精神 46.0% 54.0% ▲8.0

5 (5) 誠実性 43.8% 44.4% ▲0.6

6 ストレス耐性 35.5% － －

7 (6) 責任感 24.2% 27.4% ▲3.3

8 (7) 論理性 23.6% 27.2% ▲3.6

9 課題解決能力 19.7% － －

10 (9) リーダーシップ 16.6% 20.5% ▲3.9

11 (10) 柔軟性 14.7% 16.8% ▲2.1

12 (8) 潜在的可能性（ポテンシャル） 14.6% 20.8% ▲6.2

13 (13) 信頼性 14.3% 12.5% 1.7

14 (11) 創造性 12.1% 14.2% ▲2.1

15 (14) 専門性 9.9% 10.7% ▲0.8

16 (15) 一般常識 7.4% 8.0% ▲0.5

17 (17) 学業成績 4.5% 4.8% ▲0.3

18 (16) 語学力 3.2% 5.4% ▲2.2

19 (24) 留学経験 0.6% 0.4% 0.2

20 (12) 職業観・就労意識 － 14.1% －

(18) 出身校 － 3.0% －

(19) 倫理観 － 3.0% －

(20) 感受性 － 2.3% －

(21) クラブ活動／ボランティア活動歴 － 1.8% －

(22) 所属ゼミ／研究室 － 0.5% －

(23) 保有資格 － 0.4% －

(25) インターンシップ受講歴 － 0.3% －

その他 5.1% 2.5% 2.6

（）内は2015年4月入社の場合の順位

ストレス耐性、課題解決能力は本年調査からの新規追加項目

３．2016年4月入社の新卒採用市場に関する評価

買い手市場で

あった

0.9%

売り手市場であった

88.1%

変わらなかった

10.9%

無記入

0.1%

（n=687)

かなり重視

した

3.5%

やや重視した

51.8%あまり重視しな

かった

21.8%

重視し

なかっ

た

6.3%

どちらとも

言えない

16.4%

無記入

0.1%

４．選考にあたっての学業成績の重視状況

（n=687)

（2015年４月入社との比較) （2015年４月入社との比較)
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Ⅱ．2017年4月入社対象の新卒採用選考活動について

１．2017年４月入社予定の新卒採用の有無

３．広報活動

実施した／実施している

96.5%

実施していない

が、今後行う予定

である

0.3%

実施しておらず、予定もない

3.0% 無記入

0.3%

（n=709)

買い手市場であった

1.5%

売り手市場であった

71.3%

変わらなかった

26.2%

無記入

1.0%

（n=686)

大幅に増やし

た

8.7%

やや増やした

44.5%

変更しなかった

26.4%

やや減らした

18.1%

大幅に減らした

1.6%

無記入

0.7%

（n=686)

かなり尊重した

18.7%

やや尊重した

67.5%

あまり尊重

しなかった

10.6%

尊重しなかった

2.6%

無記入

0.6%

（n=686)

２．新卒採用市場に関する評価

(１)企業説明会の開催回数の増減（前年比較） (２)説明会における学事日程の尊重

（2016年４月入社との比較)
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（３）説明会における学事日程の尊重に向けた対応策（複数回答）

(４）プレエントリー数等の前年（2016年4月入社）からの増減

４．選考活動
(1)学事日程の尊重

6.8%

29.1%

57.1%

73.5%

79.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

ホームページやSNS等も活用

土日、祝日や平日の夕方にも開催

本社のある地域以外での開催

学内セミナーへの積極的な参加

（n=664)

5.5%

5.2%

大幅に増えた
8.6%

25.2%

25.8%

やや増えた

24.3%

25.7%

28.6%

前年並みだった

23.5%

27.8%

29.9%

やや減った

31.2%

6.9%

8.7%

大幅に減った

9.2%

8.9%

1.7%

無記入

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エントリーシート

説明会参加者

プレエントリー

（n=686)

かなり尊重した

20.7%

やや尊重した

65.3%

あまり尊重し

なかった

11.4%

尊重しなかった

2.6%

無記入

0.0%

（n=686)
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（２）学事日程を尊重して実施したもの（複数回答）

(３)多様な採用選考機会の提供

※本調査における通年採用とは、６月以降に選考を開始し、それ以後弾力的に活動を行うものを指す。

3.6%

54.6%

56.0%

65.0%

79.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

面接日を、時間的な余裕を持って通知

土日、祝日や平日の夕方も活用

本社のある地域以外でも面接等を開催

面接日を、学生の希望を聞いてできる限り調整

実施予定・検討中

42.1%

実施する予定はない

57.1%

無記入

0.7% 大幅に増やす予定

1.7%

やや増やす予定

30.4%

変更の予定はない

55.4%

やや減ら

す予定

9.7%

大幅に減らす予定

1.0%

無記入

1.7%

（n=686) （n=289)

(3-a)夏季・秋季採用、通年採用※の実施状況 (3-b)前年（2016年4月入社）との比較

（n=668)
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５．熊本地震の被災学生に対する配慮

（１）広報活動における配慮（複数回答）

（２）選考活動における配慮（複数回答）

６．面接時における履修履歴（成績証明書等）の活用状況

32.4%

3.1%

5.0%

8.3%

21.3%

24.1%

53.2%

0% 20% 40% 60%

特別な対応は行っていない

その他

被災地域での説明会の開催

ホームページ等を活用した説明会の実施

エントリーシートの提出期限の延長

ウェブテストやテストセンターの受検

に関する柔軟な配慮

被災学生からの申し出を踏まえて

個別・柔軟に対応

33.4%

7.9%

4.5%

6.7%

12.5%

55.2%

0% 20% 40% 60%

特別な対応は行っていない

その他

被災地域での面接の実施

必要な経費の負担

面接等の機会を複数回設置

被災学生からの申し出を踏まえて

個別・柔軟に対応

10.2%

かなり重視した／する

9.5%

63.4%

やや重視した／する

57.1%

19.2%

あまり重視しなかった／しない

23.9%

6.1%

重視しなかった／しない

9.5%

1.0%

無記入

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後

現在

（n=686)

（n=686)

（n=686)
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Ⅲ．採用選考スケジュールの変更に伴う評価や影響について

１．2017年入社対象の採用選考スケジュール（広報開始３月１日、選考開始６月１日）

（１）2016年入社対象（広報開始３月１日、選考開始８月１日）との比較

（２）2015年入社対象（広報開始12月１日、選考開始４月１日）との比較

２．選考活動開始時期の２カ月前倒しによる学生の学業や就職活動への影響

良い影響 影響ない 悪い影響 わからない 無回答 合計

26.2% 22.4% 21.7% 28.3% 1.3% 100.0%

29.2% 17.9% 22.4% 29.4% 1.0% 100.0%

5.5% 15.0% 25.8% 52.5% 1.2% 100.0%

4.4% 16.0% 70.7% 7.9% 1.0% 100.0%

9.9% 38.2% 30.8% 20.1% 1.0% 100.0%

37.9% 22.3% 22.7% 16.3% 0.7% 100.0%

11.5% 38.5% 12.1% 36.4% 1.5% 100.0%

就職活動の長期化の是正

就職活動に要する費用負担

学部生の学修時間の確保

院生の学修時間の確保

留学の促進

学生の業界・企業研究の促進

就職活動の早期化の是正

非常に良かった
2.3%

どちらかといえば良かった
17.6%

どちらかといえば悪かった
53.5%

非常に悪かった
24.6%

無記入
1.9%

（n=686)

非常に良かった
15.0%

どちらかといえば良かった
54.4%

どちらかといえば悪かった
19.5%

非常に悪かった
10.1%

無記入
1.0%

（n=686)
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３．選考活動開始時期の２カ月前倒しによる自社の採用選考活動への影響

良い影響 影響ない 悪い影響 わからない 無回答 合計

3.4% 22.9% 65.7% 6.6% 1.5% 100.0%

3.6% 23.2% 66.2% 5.7% 1.3% 100.0%

5.2% 37.0% 48.8% 7.3% 1.6% 100.0%

11.7% 45.3% 30.2% 11.8% 1.0% 100.0%

8.3% 41.7% 31.0% 17.6% 1.3% 100.0%

1.6% 48.4% 13.0% 35.7% 1.3% 100.0%

9.6% 42.4% 28.1% 18.7% 1.2% 100.0%

32.7% 27.7% 23.5% 15.0% 1.2% 100.0%

15.2% 30.2% 49.0% 4.7% 1.0% 100.0%

7.6% 56.4% 18.5% 16.2% 1.3% 100.0%

6.0% 34.8% 27.8% 29.2% 2.2% 100.0%

４．経団連会員以外も含めた「指針」のスケジュールの遵守状況に関する認識

人事担当者の業務量

費用負担

社員のWLBの推進

採用選考活動の早期化の是正

学生の業界・企業研究

採用選考活動の長期化の是正

学生の自社に対する理解・研究

母集団形成

採用予定人数の確保

優秀な学生の確保

グローバル人材の確保

守られている
1.0%

概ね守られている
3.0%

あまり守られていない
35.0%

ほどんど守られていない
54.6%

どちらとも言えない
3.2%

無記入
3.2%

（n=709)
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６．大学側の対応として期待すること（複数回答）

 

５．「指針」のスケジュールにとらわれずに活動を行う企業への受け止め（複数回答）

4.2%

6.7%

32.8%

35.1%

43.4%

55.8%

0% 20% 40% 60%

その他

「指針」に従わない企業にペナルティを課すべきで

ある

経団連会員企業だけが不利益を被るのは納得で

きない

以前から独自に採用選考活動を行っていた企業

が守らないのは仕方がない

ルールを守らない企業が先に優秀な人材を確保

するのは不公平である

「指針」のスケジュールが実態に合っていないの

で、守らないのはやむをえない

13.2%

3.5%

4.4%

10.5%

22.8%

57.0%

0% 20% 40% 60%

その他

スケジュールを守らない企業に応募しないよう学

生に働きかける

スケジュールを守らない企業に翌年の学内セミ

ナーへの参加を呼びかけない

学生への経団連の「指針」の内容の周知・徹底

教授・准教授等への経団連の「指針」を踏まえた

対応の徹底

複数の内々定を保持する状態が長期化しないた

めの学生への指導徹底

（n=686)

（n=114)
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７．2018年4月入社対象の「指針」のあり方

(1)指針の見直しの必要性

(2) 採用選考の開始時期の規定に関して見直すべき内容（複数回答）

0.2%

12.3%

12.7%

83.5%

83.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特に見直すべき規定はない

その他

内定日

広報活動の開始時期

選考活動の開始時期

見直すべき
63.2%

見直す必要はなく、2017年入社

対象の内容を維持すべき
35.5%

無記入
1.3%

（n=709)

（n=448)
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(3) インターンシップに関する規定で見直すべき内容（複数回答）

８．将来的な指針のあり方
（１）インターンシップを採用と直結することの是非

（２）中長期的な指針のあり方

27.4%

22.4%

12.1%

15.5%

10.2%

7.8%

4.7%

100.0%

無記入

合計

選考開始時期等を含めた現行の指針の内容を維持していくべき

指針自体は残すが、広報・選考活動の開始時期の規定は削除すべき

指針自体は残すが、インターンシップの規定は削除すべき

指針自体は残すが、企業行動を具体的に制約する規定はすべて削除すべき

「指針」そのものを廃止し、自由な採用活動を認めるべき

その他

認めるべき

61.4%

認めるべきではない

34.7%

無記入

3.9%

（n=709)

35.7%

3.8%

10.0%

35.9%

42.2%

0% 20% 40% 60%

特に見直すべき規定はない

その他

企業の職場への受入れ

取得した個人情報の採用選考活動での使用禁止

実施期間（５日間以上）

（n=448)
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Ⅳ．新卒採用の基本的な考え方について

１．新卒一括採用についての基本的な考え方

現在 今後

45.8% 27.6%

41.0% 53.6%

5.5% 9.7%

0.3% 0.1%

2.7% 3.1%

2.4% 2.1%

2.3% 3.7%

100.0% 100.0%
※本調査における多様な選考機会とは、夏季・秋季採用や通年採用を想定している

２．春季一括採用を実施する理由（複数回答）

３．多様な選考機会を提供する理由（複数回答）

春季一括採用のみ実施

合計

春季一括採用を基軸としつつ、多様な選考機会※を設ける

春季一括採用も行うが、多様な選考機会を基軸とする

春季一括採用は実施しておらず、多様な選考機会を通じて採用

春季一括採用も行うが、中途採用を基軸とする

中途採用のみ実施

無記入

2.5%

40.1%

44.6%

61.5%

80.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

年次入社管理をするうえで適しているため

組織の新陳代謝を促すため

長期雇用を前提とした教育訓練に適しているため

若い労働力を効率的に確保できるため

2.6%

7.3%

8.4%

71.3%

74.8%

87.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

ギャップイヤーへの対応のため

大学等におけるクォータ制への移行に対応する

ため

経営環境の変化を踏まえ、柔軟に必要な人材を

採用するため

既卒者、留学生、外国人など多様な人材を確保

するため

様々な機会を設けることで優秀な人材を採用し

やすくするため

（n=686)

（n=464)

以 上
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